
                                            

令和４年度川根地区カヌー競技振興会カヌー教室における 

新型コロナウイルス感染症対策に関するガイドライン 

 

標記教室の開催・実施における具体的な感染防止策は以下の通りとする。 

１．開催基準 

 １回目７月 22 日（金）、２回目９月 22 日（木）時点での、新型コロナウイルスの感染状況や医

療のひっ迫状況等を評価する国のレベル分類に応じて教室実施の判断をする。 

 ◎新型コロナウイルスの感染状況や医療のひっ迫状況等を評価する国のレベル分類 

基 準 教室の実施について 

レベル４ 
中止 

レベル３ 

レベル２ 新しい生活様式を徹底し教室

を実施する。ガイドラインを

遵守し対策を十分にとる。 レベル１ 

レベル０ 通常実施 

  

２．教室参加者・関係者共通 

 （１）下記の手順で手続きを行い、教室に参加する。 

   ア 教室参加者・関係者は教室当日、健康調査票（様式１）を受付に提出する。 

   イ 教室前２週間の健康調査の項目に該当する場合は、教室に参加できない。 

（２）教室中は、原則マスクを着用する。 

（体を動かし熱中症の危険性が高い活動を行う場合はマスクを外す。） 

（３）こまめな手洗い、アルコールなどによる手指消毒を実施する。 

    消毒液等は、教室事務局で準備する。 

（４）他の参加者生徒、教室関係者との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保する。 

（５）教室参加生徒は更衣室での混雑を避けるため、自宅で着替えて会場に集合する。 

教室終了後の着替えは極力避けるが、着替えをする場合は更衣室に入る人数を制限するな

どの対策を行う。 

（６）ゴミの持ち帰りを徹底する。 

（７）開閉会式は必要最低限の人数で、また短時間で行う。 

（８）教室後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、教室事務局に対して速

やかに濃厚接触者の有無などについて報告する。 

 

３．教室参加生徒 

 （１）会話時にマスクを着用するなど感染対策に十分に配慮する。 

 （２）更衣室などでは密になることを避ける。使用する場合は、入室する人数を制限する。 

 （３）随時手洗い、消毒を行う。 

 （４）使用する備品はアルコール消毒をする。 

 

 

４．教室関係者 

 （１）設備について、定期的に消毒する。 

 （２）教室参加者間の距離を確保する。 

 （３）使用後、利用施設等の清掃、消毒等を行う。 

 

５．その他 

 （１）保護者の見学等は距離を十分にとって行う。 



                                            

様式１ 

 

健 康 調 査 票  

 

令和  年  月  日 

 

氏  名（               ）   年 齢（    ）歳  

 

住  所（                           ） 

 

電話番号（              ）    当日の体温（    ．  ）度 

 

◎教室前２週間における以下の項目にお答えください。どちらかに〇をつけてください。 

 

ア 平熱を超える発熱の有無                    ある   なし 

 

イ 咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状             ある   なし 

 

ウ だるさ（倦怠（けんたい）感）、息苦しさ（呼吸困難）       ある   なし 

 

エ 嗅覚や味覚の異常等                      ある   なし 

 

オ 新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無   ある   なし                    

 

カ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合       ある   なし 

 

キ 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要 

とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触   ある      なし 

の有無                         

 

 

※ この調査に関する個人情報については、感染対策のものであり、他の目的では使用 

いたしません。 
 

 

 

 


